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相談支援室主任主査　山田 嘉代子

　がんに ついて、いろいろな相談ができる「相談支援セン

ター」が全国の「がん診療連携拠点病院」にあります。相談支

援センターは、がんの治療について知りたい、今 後の療養や

生活のことが心配など、がんの医療にかかわる質問や病気に

罹ったことで引き起こされる様々な問題に一緒に考え、問題を

解決するお手伝いをしてい ます。

　愛知県がんセンター中央病院では、この4月から「相談支援

室」の名称で開設し、看護師4名（兼任のがん専門看護師を含

む）と医療ソーシャルワーカー2名 が相談をお受けしていま

す。相談時間は、月曜日から金曜日の10時～12時・13時～16

時で、相談支援室に直接お越しいただくか電話でお話を伺う

方法と ＦＡＸ等により相談をお受けする方法があります。

　開設後の2か月間で、延652件（１日あたり16件）の相談を受けており、相談内容としては、「各がんの病態・治

療・検査に関すること」が最も多く、次いで「緩和ケア病棟などへの転院相談」「在宅への移行」「介護保険など

の制度に関すること」の順となっています。



病気になると、不安や苦痛はもちろん、療養生活を含め、生活に関す

る様々な心配事がでてきます。

例えば‥‥ 医療費が心配である・退院後の生活をどうしたらよいの

か・介護保険や健康保険の制度についてよく分からない・

セカンドオピニオンについて・診療に対する疑問・患者さ

まへの対応について相談したい等。

＊当院では、医療ソーシャルワーカー・看護師が患者さまそしてご

家族の相談に応じています。

●相談窓口 ： 相談支援室

●相談内容 ： 医療費について
制度・サービスに関すること
がん治療の一般的な情報について
セカンドオピニオンの情報について　など

●相談時間 ： 月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時・13時～16時

●料金 ： 無料

相談支援室は、病院棟３階にあります。

外来から 外来3階から病棟方面へ、案内表示にしたがいおいでく
ださい。

病棟から 病院棟3階から外来診療棟方向へ、案内表示にしたがい

おいでください。

　まだ開設当初ということもあり情報量も限られてい

ますが、今後十分な情報の集積やスタッフのスキル

アップを図り、患者さんやご家族、そして地域のみな

さんのご相談に幅広く対応できるよう努力するととも

に情報の発信にも努めていきます。

　相談は無料で、その内容については秘密が守られ

ます。どうぞ、お気軽にご相談ください。

ご自身の診療行為に直接係わる相談には応じられない

場合がありますのでご了承ください。

　悪性リンパ腫は免疫に関与するリンパ球と呼ばれる細胞のがんです。30種類以

上の病型に分けられており、病型により治療法や長期生存率が異なります。胃 に

発生する胃モルトリンパ腫はピロリ菌感染がリンパ腫の誘因であることが知られて

います。そのため、ピロリ菌除菌療法が第一の治療選択となっており、 70%の胃モ

ルトリンパ腫はピロリ菌を除去するだけでリンパ腫が治癒します。中央病院の内視

鏡部と臨床検査部の先生方との共同研究で、モルトリンパ腫の原 因遺伝子であ

るAPI2-MALT1キメラ遺伝子（図1）を世界に先駆けて明らかにし、除菌療法無効症

例の半数に、このキメラ遺伝子が存在することを報告 しました。

　最近、除菌無効症例でキメラ遺伝子がないものには、ゲノム遺伝子の数の異常

が認められることを明らかにしました（図2）。つまり、キメラ遺伝子が存在するかゲ

ノム遺伝子数異常が除菌治療反応性を反映するマーカーとして有用なのです。

研究所

遺伝子医療研究部

部長　瀬 戸 加 大



 

がん薬物療法専門医

「がん薬物療法専門医」とは抗がん剤治療を安全かつ有効に行うため

に、最新の知識と治療技術を持つ医師の専門資格です。日本臨床腫

瘍学会が研修・書類審査・面接・学科試験を行い認定しています。 呼吸器内科部 内視鏡部

堀尾芳嗣 河合宏紀

放射線腫瘍学会認定医・日本医学放射線学会専門医

　放射線腫瘍学会認定医は、５年以上の放射線治療に関する研修を積み、学会の審査を経て認定される。全国
に542名、当センターに３名おります。

　日本医学放射線学会専門医は、初期研修終了後２年

以上研修を積み、試験に合格した医師を認定医とし、更

に２年以上の研修に従事した医師を専門医として認定

されている。当センターに８名おります。

　当センターには、この他数多くの専門医・認定医が活

躍しています。

※詳しくはホームページをご覧ください。

放射線診断・ＩＶＲ部
佐々木文雄　　佐藤洋造
　　　　山浦秀和　　稲葉吉隆

放射線治療部
立花弘之　　古平　毅
　　不破信和　　中村達也

医事・医療情報グループ　小田　雅弘

　当センターと地域の病院・診療所とが連携を図り、それぞれのもつ機能を分担しながら、お互いに得意とする

医療を効率的に提供して、患者さまが質の高いがん医療を安心して受けられる地域医療体制を築くことを目的

として業務を開始しました。

医療機関から診療情報提供書兼診療申込書を事前にＦＡＸ送信してもらうことで、診療予約できることにしまし

た。

(1)全診療科で実施。

(2)原則、紹介予約制とし、当日予約なしに来院された場合には、当日の予約状況をみて対応することとしまし

た。

※セカンドオピニオン診療医師一覧はホームページをご覧ください。

※初診予約とセカンドオピニオンの予約方法は同一です。



(1)医療機関から直接、診療申込みをされる場合

(2)医療機関から紹介された患者さまが、診療予約をされる場合

　 運用するにつれ課題も出てまいりました。例えば、紹介状等に記載された紹介目的と、患者さまの当セン

ターへの来院目的が異なるケースがあること。セカンド オピニオンは自費診療であり、当院は紹介元の医療機

関の治療方針等に対し意見をいうものであり、当院での検査、治療は行ないません。検査、治療をご希望さ れ

る場合は、通常の初診予約を取っていただくと同時に紹介状等にその旨を明記していただく必要があります。

　こうした問題はこれからも発生すると思いますが、一つひとつ解決し患者さまにも医療スタッフにもメリットの

あるシステムの構築を目指していきます。

がんセンターでは一般の県民の方を対象に「がん－予防から治療まで－」をメインテーマに公開講座を開催しています。

回 開催日時 テーマ 講師

１
平成19年7月12日(木)
14:00～15:30(開場 13:00)

講演「肺腫瘍の診断と治療」
(1)アスベストと中皮腫
(2)肺腫瘍の診断と外科治療

分子腫瘍学部

部長　関戸 好孝

胸部外科部

医長　森　正一

２
平成19年8月23日(木)
14:00～15:30(開場 13:00)

講演「食道がんの診断と治療」
(1)食道がんの診断と内視鏡治療
(2)食道がんの外科治療」

内視鏡部

部長　中村 常哉

胸部外科部

医長　波戸岡俊三

３
平成19年8月24日(金)
9:00～17:00

高校生実験･体験コース
がん細胞を使った実験を通じて研究の面白さを体験してみませんか？

４
平成19年9月8日(土)
（岡崎会場）
14:00～16:00(開場 13:00)

講演
(1)がんの痛みとうまく付き合うために
(2)肺がんの予防・診断・治療
(3)たばこと肺がん
(4)慢性骨髄性白血病とがん治療の進歩

愛知病院・看護部

専門員　新田 都子

愛知病院

副院長　齋藤　博

愛知病院

副院長　内田 達男

愛知病院・総合内科部

部長　福谷　久



５

平成19年9月22日(土)
がん征圧講演会
13:00～16:00(開場 12:00)

講演「がんの診断・治療の最前線」
(1)最先端の技術を用いた、古典的診断法
(2)がん治療におけるIVR
(3)前立腺がんの診断と最新治療
(4)卵巣がんの診断と治療
(5)がんとうまぐつきあう方法

遺伝子病理診断部

兼臨床検査部

部長　谷田部 恭

放射線診断・IVR部

部長　稲葉 吉隆

泌尿器科部

部長　林　宣男

婦人科部

部長　中西　透

看護部

技師　向井未年子

研究所紹介
12:00～17:00

※申込不要、自由にご見学ください。
ー最先端のがん研究とは？ーパネル展示や実験のデモンストレーションでわかり
やすく紹介します。また、普段見られない研究所を研究者がご紹介します。

６
平成19年10月11日(木)
14:00～15:30(開場 13:00)

講演「肝胆膵がんの診断と治療」
(1)肝胆膵がんの内科治療
(2)肝胆膵がんの外科治療

消化器内科部

医長　澤木　明

消化器外科部

医長　佐野　力

７
平成20年2月17日(日)
14:00～16:30

「がん情報をうまく活用するには」

国立がんセンター中央病院

放射線診断部

部長　荒井 保明

日本対がん協会

がんホットライン

柳沢ハシエ

８
平成20年3月8日(土)
（岡崎会場）
14:00～16:00(開場 13:00)

講演
(1)肺は苦しんでいます(喫煙対策)
(2)乳がん診療の現状
(3)大腸がんの診断と治療

愛知病院・看護部

専門員　池田 慶子

愛知病院・乳腺科部

部長　水谷 三浩

愛知病院・臨床検査部

医長　松井 隆則

◇問い合せ先

愛知県がんセンター 運用部管理課 公開講座係　ホームページ http://www.pref.aichi.jp/cancer-center/

　〒464-8681 名古屋市千種区鹿子殿1番1号 電話(代表)052-762-6111(内線2201･2203)

※第4回9月8日(土)及び第8回3月8日(土)開催の公開講座(岡崎会場)については、下記へ問い合わせてください。

愛知県がんセンター愛知病院 事務部 総務グループ　ホームページ http://www.pref.aichi.jp/aichi-hospital/

　〒444-0011 岡崎市欠町字栗宿18 電話(代表) 0564-21-6251(内線2502)

中央病院
消化器内科部

部長　山雄健次

　当科は 食道、胃、十二指腸、大腸などの消化管のがんと肝臓、胆嚢、胆管、膵

臓のがんの診断と手術以外の治療（内視鏡治療、抗がん剤治療）を担当していま

す。消化 管のがんでは内視鏡部と協力して内視鏡検査と抗がん剤治療を行なっ

ています。手術ができない膵臓や胆道のがんの抗がん剤治療も行っています。と

くに最近 は、国内外のがん専門病院と協力して抗がん剤の臨床試験に積極的に

参加し、新しい抗がん剤の開発に貢献しています。

　膵がんや胆道がんは早期診断や治療が困難ですが、国内外の研究施設や民間

企業と共同で、新しい腫瘍マーカーの開発、最新の内視鏡等の診断機器の開発・

改良（図1、2）、内視鏡を用いた治療法の開発に努力しています。

　若手がん研究者の育成も重要な業務の一つであり、多くの国内・国外からの研

究者の研修、見学を受け入れています。研究の成果は学会発表、論文投稿、講演

などを通じ積極的に公表しています。



　当科ではこれからも常に消化器がんに対する最新の情報、診断、治療を提供し続けて参ります。皆様方のご

理解・ご協力をお願いいたします。

図１．

最新の診断機器

である超音波内視

鏡と穿刺針。この

内視鏡と針を用い

ると比較的安全、

容易にがんか、が

んでないかの確実

な診断ができる。

図２．

超音波内視鏡によ

り見つけられた

10mm前後の膵が

ん（赤矢印）。小さ

な膵がんの診断に

は超音波内視鏡

が最も良い。

診察医の紹介　今回は、乳腺科部です。
　乳がん は女性の罹患率第１位のがんです。我々乳腺科は、乳がんの診断から手術、薬物療法（術前、術後）、再発治

療（緩和医療を含めて）まで、看護師、薬剤師、 ソーシャルワーカーなどと協力し地域連携も含めたチーム医療として乳が

ん患者さんをトータルでサポートしています。

部長 岩田広治 医長 山下年成 医長 藤田崇史 医長 林　裕倫 医長 角田伸行

　

平成19年7月1日現在の中央病院外来診療担当一覧です。

受付時間：午前8時30分から午前11時30分まで

(自動再来受付機)午前8時から午前11時30分まで

診療科 月 火 水 木 金
総合初診 波多野 樋田 山雄 森島 中村(常)

消化器内科
山雄(初診)･田近

河合・伯耆

山雄(初診)･
水野(伸)・
河合・澤木

山雄(初診)
石川・澤木

伯耆

澤木(初診)
中村(常)・石川

中村(常)(初診)
田近･水野(伸)

高木

呼吸器内科
吉田(初診)
堀尾(再診)

樋田(初診)
吉田(再診)
朴(再診)

清水(淳)(初診)
樋田(再診)
朴(再診)

堀尾(初診)
清水(淳)(再診)

(初診交代制〉
樋田・吉田

堀尾・清水(淳)

循　環　器 波多野 波多野

血液・細胞療法
山本(初診)
鏡味・田地

森島・山本
大木

鏡味(初診)
田地

森島(初診)
山本・加藤(春)

田地(初診)
鏡味(再診)

薬物療法 室 宇良 室 宇良 室

頭頸部外科 長谷川・小川 長谷川・兵藤

(予約のみ)
寺田(第1･3)
小川(第2･4)

(第5交代制)長谷川
　寺田･小川･兵藤

寺田
兵藤(第2･4予約のみ)

胸部外科 (予約のみ) 福井 (予約のみ) 光冨・波戸岡
光冨・篠田
波戸岡・森

乳　腺　科
藤田(初診)･角田

林(裕)
林(裕)(初診)
岩田・角田

角田(初診)
岩田・山下

山下(初診)･岩田
藤田・林(裕)

岩田(初診)･角田
山下･藤田(午前のみ)



消化器外科
山村(第2･4)

伊藤(誠)(第1･3･5)
小森(康)

金光･望月
加藤(知)・山村
清水(泰)･ニ村

佐野・平井
伊藤(誠)

(予約のみ)

整形外科 杉浦･山田 杉浦 山田
杉浦{第1･3･5)
山田(第2･4)

泌尿器科 林(宣)・小倉 脇田・小倉 林(宣)・脇田

婦　人　科
丹羽(初診)

水野(美)(初診)

伊藤(則)(初診)
中西・丹羽
水野(美)

丹羽(初診･第2･4)
水野(美)(初診･第1･3･5)

伊藤(則)

中西(初診)
丹羽･水野(美)

中西(初診)

放射線診断部 稲葉(初診)･佐藤 稲葉(初診)・山浦 稲葉･名嶋

放射線治療部 不破･古平･中村(達) 古平・立花 不破･立花･中村(達) 不破･立花 不破･古平･中村(達)

専門外来
禁煙外来

平木(午後)
リンパ浮腫外来

平井(午後)

診療科 月 火 水 木 金

※医師名の後の数字は、月の週を表します｡　　　※変更（休診）等がございますので、お電話でご確認ください｡

※再診予約制：診察券をお持ちの方は、診察予約をしてください。 052-764-2911（直通）　午前9時～午後5時（土・日・祝・年末年始除く）

交通のご案内

地下鉄利用：｢自由ケ丘｣②番出口から徒歩7分 市バス利用：｢千種台中学校｣下車徒歩４分

　◎名古屋・栄から　所要時間：名古屋から約30分 　◎名古屋駅から　所要時間：名古屋駅から約40分

　　東山線｢藤ケ丘｣行き乗車､｢本山｣乗り換え 　　基幹2系統｢光ケ丘｣または｢猪高車庫｣行き乗車

　　名城線｢左回り｣乗車、｢自由ケ丘｣下車。 　　｢千楼台中学校｣下車。

　◎金山・栄・大曽根から　所要時間：金山から約35分 　◎星ケ丘から　所要時間：星ケ丘から約20分

　　名城線乗車、｢自由ケ丘｣下車。 　　星ケ丘11系統｢地下鉄自由ケ丘｣行き乗車、

　　｢千種台中学校｣下車。

愛知県がんセンター中央病院　Tel.052-762-6111　Fax.052-764-2963

〒464-8681 名占屋市千種区鹿子殿1-1 ホームページ:http://www.pref.aichi.jp/cancer-cenler/


